






































































































































































































































氣運化』は、John Frederik William Herschel (1792–1871)の The Outlines of Astronomyを Alex-
ander Wylie (1815–1887)が漢訳し、上海で 1859年に『談天』と題して出版した著作を、惠
岡自身が編集したものである。『身氣踐驗』はイギリス人の医者で且つ宣教師でもあった
Benjamin Hobson (1816–1873)著の『全體新論』を、『運化測驗』は Alfonso Vagnoni (1605–











































































































































Kun Park, “Hyegang Ch’oe Han-gi (1803–1877): The Development of His Philosophical System,” 
















 4) 惠岡は、少年期に彼の外祖父であり、高名な学者であった韓敬履 (1766–1827)と、有名な儒学者
であった金憲基 (1774–1842)とに学んでいる。思想史的な系譜を辿ると、惠岡が「先生」と呼ん
だこの 2人の学者は趙有善 (1731–1809)の弟子であり、趙有善は金元行 (1702–1772)の弟子で、金





 5) 鄭鎭石・鄭聖哲・金昌元『朝鮮哲学史』巻 1、ソウル：カンジュ、1988年、269頁。
 6) 朴鍾鴻「崔漢綺の経験主義」アセアムンゼヨングソ編『実学思想の探求』ソウル：ヒョンアン
サ、1974年、318頁。






 8) 徐敬德 (1489–1546)と任聖周 (1711–1788)は各々「主気論」や「唯気論」を主張した「唯物論思
想家」として紹介されているが、彼らは「気」の属性の探求までは至らなかった。
 9) 鄭鎭石・鄭聖哲・金昌元（宋枝學訳）『朝鮮哲学史』弘文堂、1962年、325頁。
 10) 惠岡の名前は、最初の朝鮮儒学者の伝記ともいわれる張志淵 (1864–1921)の『朝鮮儒敎淵源』










 12) 筆者は 2つの点から李佑成の評価には無理があると考える。まず、惠岡の思想は所謂実学者や
開化思想家の間で知られていなかった。次に、朝鮮の所謂実学の開化思想への影響力は強くな
い。朝鮮の実学の時代は 18世紀前半から 19世紀後半までいたる。代表的な学者は李瀷 (1681–
















 13) 鄭聖哲『실학파의 철학사상과 사회정치적 견해［実学派の哲学思想と社会政治的な見解］』ソウ
ル：ペクウィ、1989年、546頁。
 14) 民族文化推進会『국역 인정［国訳人政］』ソウル：民族文化推進会、1977年、1–18頁。









































用し始める。この問題については Byung-Kun Park, “Hyegang’s Sin-gi: Emphasis on Chucheuk,” Korea 








 26) 詳しい意味については Byung-Kun Park, “Hyegang Ch’oe Han-gi (1803–1877): The Development 





























 37) 『論語』における「天」の意味構造については筆者の修士論文、Byung-kun Park, “Confucius’s 




 38) 『推測録』巻二（五丁ウ）。『推測録』は、惠岡が 33歳の時に執筆された。若いときからヨーロ
ッパの天文学の影響を強く受けていたことがうかがえる。













 41) “In the ﬁrst place, if the organic view of the universe is really founded on the basis of ki ’s being sub-
ject to generation and destruction, there should be a fundamental explanation of this characteristic in 
ki.  In this respect, though it may seem far-fetched, there should also be presented some theory of 
life itself.”  引用は筆者訳。Youn Sa-soon, “T’oegye’s Identiﬁcation of “To Be” and “Ought”: T’oeg-
ye’s Theory of Value,” Wm. Theodore De Bary and JaHyun Kim Haboush eds., The Rise of Neo-Con-
fucianism in Korea (New York: Columbia University Press, 1985), 237.
 42) 『氣學』巻二（三十丁ウ）。
 43) 『氣學』巻二（二二丁オ）。
 44) 『氣學』巻二（二一丁オ–ウ）。
